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今
回
次
の
八
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

　（
敬
称
略
）

　
前
副
理
事
長�

行
友
　
　
勉
（
甲
田
町
）　

　
前
理
事
　�

田
島
　
鉄
男
（
吉
田
町
）　

　
前
理
事
　�

方
京
　
逸
朗
（
甲
田
町
）　

　
前
理
事
　�

玉
川
　
康
男
（
八
千
代
町
）

　
前
理
事
　�

中
川
　
隆
士
（
美
土
里
町
）

　
前
理
事
　�

児
玉
征
之
助
（
高
宮
町
）　

　
前
理
事
　�

中
川
　
　
清
（
高
宮
町
）　

　
前
理
事
　�

鈴
川
　
暢
章
（
向
原
町
）　

　
平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
が
六
月
十
三
日
（
水
）
午
後
一

時
か
ら
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
で
会
員
総
数
三
三
五

名
中
一
三
一
名
、
委
任
状
に
よ
る
も
の
一
三
三
名
の
出
席
の

も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運

営
に
対
し
、
永
年
に
わ
た
り
セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
企
業
に
感
謝
状
の
贈
呈
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
標
語
の
入
賞
者
に
表
彰
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
沖
田
一
夫
理
事
長
の
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
浜
田

一
義
安
芸
高
田
市
長
、
水
戸
眞
悟
市
議
会
副
議
長
、
児
玉
浩

県
議
会
議
員
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
森
田
耕
司

会
員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、代
表
理
事
（
理
事
長
）

沖
田
一
夫
氏
、
副
理
事
長
　
前
村
岑
男
氏
、
業
務
執
行
理
事�

可
愛
川
實
知
則
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
理
事

平
成
三
十
年
度
　
定 

時 

総 

会
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〈
安
全
関
係
〉

◇
ミ
ス
の
な
い
　
製
品
作
り
も
　
笑
顔
か
ら�

堀
川
　
静
枝
（
甲
田
町
）

◇
点
検
は
　
我
が
身
を
守
る
　
命
綱�

奥
野
正
富
士
（
吉
田
町
）

◇
安
全
就
業
　
い
つ
も
心
に
　
よ
び
か
け
よ�

木
下
　
　
豊
（
吉
田
町
）

〈
意
識
の
高
揚
関
係
〉

◇
今
日
も
　
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
　
シ
ル
バ
ー
へ�

飯
田
　
房
子
（
向
原
町
）

◇
お
と
ろ
え
も
　
仲
間
を
信
じ
て
　
パ
ワ
ー
出
す�

吉
野
　
隆
次
（
甲
田
町
）

◇
お
お
き
な
声
で
　
明
る
い
挨
拶
　
今
日
も
元
気
に
楽
し
く�

藤
川
　
冴
子
（
吉
田
町
）

感
謝
状
贈
呈

　
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

動
に
対
し
、
就
業
の
場
の
確
保
等
に
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
企
業
に
、
感
謝
状
及
び
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
広
島
北
部
農
業
協
同
組
合

�

代
表
理
事
組
合
長
　
香
川
　
洋
之
助

　平成30年度啓発活動として会員の安全就業・就業意識の
高揚を目的とし、シルバー人材センター標語の募集を行い
ました。59作品の応募があり、５月11日の選考委員会にお
いて厳正な審査の結果６名の作品が入賞され、定時総会で
表彰を行いました。

平成30年度 シルバー人材センター標語入賞作品
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
標
語
入
賞
作
品�

（
敬
称
略
）　

選考の様子

入賞者
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役 員 名 簿　
役員（理事・監事）

専門部会

安全委員会 総括地域委員会 表彰選考委員会

（敬称略）

役　職　名 氏　　名 役職名 氏　　名 役職名 氏　　名

理 事 長 沖 田 一 夫 理 事 小早川　有　文 理 事 平　川　富士雄

副 理 事 長 前 村 岑 男 理 事 藤 原 憲 司 理 事 森 脇 洋 平

常務理事兼事務局長 可愛川　實知則 理 事 藤 川 孝 志 監 事 川 角 一 郎

理 事 山 田 数 敏 理 事 宮 田 勝 之 監 事 兼 近 浩 三

■普及啓発・福利厚生部会

役職名 氏　　名

部 会 長 山 田 数 敏

副部会長 小早川　有　文

部 会 員 前 村 岑 男

部 会 員 可愛川　實知則

役職名 氏　　名

委 員 長 藤 川 孝 志

副委員長 渡 辺 正 美

委 員 宮 田 勝 之

委 員 小早川　有　文

委 員 近 野 信 之

委 員 登 立 隆 良

委 員 垰　　 松 雄

委 員 今 田 芳 治

委 員 末 田　　 勵

■総務部会

役職名 氏　　名

部 会 長 藤 原 憲 司

副部会長 藤 川 孝 志

部 会 員 沖 田 一 夫

部 会 員 可愛川　實知則

部 会 員 森 脇 洋 平

役職名 氏　　名

委 員 藤 原 憲 司

委 員 平　川　富士雄

委 員 山 田 数 敏

委 員 藤 川 孝 志

委 員 沖 田 一 夫

委 員 可愛川　實知則

■事業部会

役職名 氏　　名

部 会 長 平　川　富士雄

副部会長 宮 田 勝 之

部 会 員 前 村 岑 男

部 会 員 可愛川　實知則

役職名 氏　　名

委 員 近 野 信 之

委 員 渡 辺 正 美

委 員 登 立 隆 良

委 員 垰　　 松 雄

委 員 今 田 芳 治

委 員 末 田　　 勵
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四国中央市ＳＣ視察研修に来所
 平成30年2月27日（火）

�
理
事  

　
　
　
　

 
小
早
川
有
文
　

�
（
甲
田
町
）

　
こ
の
度
、
定
時
総
会
に
お
い
て
理
事

に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
「
高
齢
者
が
自
分
の
体
力
に

あ
っ
た
仕
事
で
共
に
助
け
合
い
一
日
で

も
永
く
働
く
事
が
出
来
る
よ
う
」
と
の

思
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
会
員
の
皆
様
と
人
材
セ

�

常
務
理
事
兼  

　

 

事
務
局
長  

　
　

 

可
愛
川
實
知
則

　
岩
﨑
前
事
務
局
長
の
後
任
と
し
て
、

本
年
四
月
一
日
付
け
で
、
事
務
局
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
定
時
総
会
に
お
い

て
、
理
事
に
選
任
さ
れ
、
常
務
理
事
と

し
て
の
職
務
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
日
々
の
、
清
々
し
い
あ
い
さ
つ
か
ら

始
ま
る
明
る
く
風
通
し
の
良
い
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
た
、
安
全

安
心
な
就
業
機
会
の
提
供
に
よ
り
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
社
会
参
加
と
生
き
が
い

の
充
実
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
更
に
、
地
域
の
皆
様
に
、
親
し
ま
れ
、

信
頼
さ
れ
続
け
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
目
標
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
精
一

杯
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

理
事  

　
　
　
　

 

宮
田
　
勝
之
　

�

（
高
宮
町
）

　
こ
の
度
の
定
時
総
会
に
お
い
て
理
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
念
「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の

も
と
、
安
全
・
安
心
、
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
よ
う
精
一
杯
務
め
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　役職員９名で大竹市ＳＣと府中町ＳＣへ視
察研修に行きました。組織体制並びに市町行
政との連携のほか、大竹市ＳＣでは、顧客ニー

ズへの対応や営業活動について、府中町ＳＣ
では、福祉・家事援助サービス事業について
ご指導いただきました。

　安全・適正就業の活動や取り組みについて
四国中央市ＳＣより役職員 11 名が来所され
研修を行いました。

新
任
理
事
の
紹
介

大竹市ＳＣ・府中町ＳＣ　　平成29年12月11日（月）

府中町SC

四国中央市SC

大竹市SC

ン
タ
ー
の
掛
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
努
力

す
る
所
存
で
す
。

　
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

視察研修報告



公益社団法人　安芸高田市シルバー人材センター会報

　 （ 6 ）

2018（平成30）年８月10日

新
作
業
所
の
紹
介

　
高
宮
町
原
田
の
住
野
工
業（
株
）

高
宮
工
場
は
、
プ
レ
ス
や
溶
接
を

行
う
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
で

す
。
今
年
二
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
仕
事
を
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
工
場
敷
地
内
に
空
調
設
備
を
備

え
た
作
業
エ
リ
ア
を
新
設
し
て
い

た
だ
き
、
一
日
五
名
程
度
の
会
員

が
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

に
不
慣
れ
な
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
社
員
の
方
に
よ
る
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
も
整
っ
て
い
ま

す
。
一
定
の
品
質
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
で
、「
組
付
け
作
業
」
を
高

宮
工
場
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は
、「
品
質
を
最
重

点
に
お
き
、
製
品
づ
く
り
の
責
任

感
を
持
ち
な
が
ら
達
成
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
、
仲
間
と
話

を
す
る
こ
と
で
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
せ
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
持
ち
な
が
ら

作
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
特
養
）
高
美
園
で
は
、
活
動

的
な
状
態
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

安
芸
高
田
市
介
護
予
防
事
業
（
げ

ん
き
教
室
）が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
ら
の
能
力
を
生
か
し
な
が
ら
、

生
き
が
い
や
生
活
の
充
実
を
図
る

た
め
に
、
五
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
て
運
営
す

る
作
業
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
健

康
の
維
持
・
向
上
お
よ
び
生
き
が

い
の
活
動
支
援
を
目
的
に
、
高
宮

地
域
・
美
土
里
地
域
の
「
働
く
場
」

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
六
名
の
会
員
が
作
業
し
て

い
ま
す
。
会
員
か
ら
は
、「
作
業

場
が
広
く
、
の
び
の
び
と
自
分
の

ペ
ー
ス
で
作
業
す
る
こ
と
が
で

き
、
休
憩
時
間
に
は
仲
間
と
会
話

し
な
が
ら
食
事
が
で
き
る
の
で
と

て
も
楽
し
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
生

き
が
い
や
生
活
の
充
実
」
を
図
る

と
と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

住野工業株式会社  高宮工場

特別養護老人ホーム高美園
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七
月
二
十
五
日
（
水
）
安
全
委
員
九

名
、
事
務
局
四
名
が
三
班
編
成
で
市
内

六
ヶ
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　安芸北森林組合　谷岡正登氏、広島ビーバー
サービス　高橋正明氏を講師に招き、土師ダム
のどごえ公園駐車場で、刈払機の安全な取扱い
方や点検整備等について、ご指導いただきまし
た。

　立川園芸　立川諭氏を講師に招き、土師ダム
記念公園で剪定の基本的な知識、技術について、
ご指導いただきました。

刈払機取扱講習会
� 平成30年５月28日（月）　会員42名・一般8名

剪定講習会
� 平成30年５月17日（木）　会員30名・一般9名

講習会

　
会
員
の
皆
様
の
就
業
中
、
何
ら
か
の
原

因
に
よ
り
「
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
」、「
ハ
ッ
と

し
た
」
体
験
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
別
紙

（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
）
に
よ
り
事

務
所
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
締
切
　
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日（
水
）

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

体
験
事
例
を
募
集
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会員数（平成30年8月1日現在）

会員数
地区 男性 女性 合計
吉　田 60 26 86
甲　田 54 33 87
八千代 39 13 52
美土里 26 8 34
高　宮 30 7 37
向　原 31 9 40
計 240 96 336

向
原
町
　
小
田
川
茂
樹 

様�

（
二
月
）

甲
田
町
　
西
川
　
俊
彦 

様�

（
六
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

（単位：人）
お

悔

や

み

　
　
　
　
　�

　
七
月
の
集
中
豪
雨
災
害
に

遭
わ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
へ
謹

ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
復
旧
作
業
は
大
変
な
ご

苦
労
と
察
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

無
い
ほ
ど
の
猛
暑
が
続
き
今
年
の
夏
は
全

国
的
に
異
常
気
象
の
連
続
日
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
、
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管

理
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
ら
れ
て
安
全
就

業
さ
れ
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

編

集

後

記

　
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
被
災
者
へ
の
支
援
を
行

う
た
め
、「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨

災
害
　
安
芸
高
田
市
　
災
害
募
金
」

を
本
所
・
支

所
お
よ
び
連

絡
所
に
お
い

て
受
け
付
け

ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
八
月
十
四
日
（
火
）
十
五
日
（
水
）

は
、
お
盆
の
た
め
事
務
所
を
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

賛助会員とは：センターの事業運営にご理解をいただき、活動や運営を
　　　　　　　ご支援くださっている法人・個人の皆様です。

賛助会員のご紹介 平成30年8月1日現在

（有）安芸サポート企画
（福）安芸高田市社会福祉協議会
安芸高田市商工会
川根柚子協同組合
共栄電工
（有）ことざき
坂本重工（株）
シンセイアート（株）
総合広告オカノ
大信産業（株）緑化部　広島営業所

たかみや湯の森運営協会
立川園芸
（有）トップス・カンパニー
なかがわ石材店
広島北部農業協同組合
（株）広島リネンサプライ
（株）藤本工業
（株）ホワイト舎
まつもと園芸サービス
（株）モルテンスタンピング
� 団体20社　　個人5名

ご協力ありがとうございます。
生きがいと誇りをもって地域に貢献できるよう頑張っていきます。

　
こ
の
度
の
豪
雨
災
害
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害

安
芸
高
田
市

�

災
害
募
金
に
つ
い
て

お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

（五十音順）


